
（様式１）

法人番号 131100

プロジェクト番号 S1511017

研究進捗状況報告書の概要

１ 研究プロジェクト

学校法人名 早稲田大学 大学名 早稲田大学

研究プロジェクト名
国民の身体活動不足解消を具現化するための健康スポーツ科学研

究の基盤形成

研究観点 研究拠点を形成する研究

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

超高齢社会を迎えた我が国では、生活習慣病の蔓延、要介護高齢者の激増等に伴い、医療費・

介護費用といった社会保障費の高騰が大きな社会問題となっている。また、子供・青少年の体

力・運動能力低下や肥満・やせ、骨折の増加、メンタルヘルス悪化等の健康問題も深刻な状況

にある。これら子供から高齢者までの多世代に亘る健康障害の共通因子として「身体活動不足

(座り過ぎを含む)」が注目されている。しかし、身体活動不足の健康影響や決定要因に関する

エビデンス、特に因果関係の証明については未だ不十分なままである。また、身体活動不足に

よる健康障害の背景にある機序に関しても十分に解明されていない。さらに、国民の身体活動

不足を解消する手法の開発や普及方策の検討も手探りのまま進められている場合が多い。これ

らの課題を解決すべく、本研究プロジェクトでは多くの国民の身体活動不足解消を具現化する

ための知見の集積を可能とする健康スポーツ科学研究基盤を確立し、研究成果創出面のみなら

ず、研究環境、人材育成・輩出面からの体制を整えた我が国の中核的健康スポーツ科学研究拠

点を形成する。

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要

本研究プロジェクトが開始され 3 年が経過した現在の進捗および成果の概要は、以下のとお

りである。コホート研究グループは、独自の研究フィールドを活用し、身体活動・座位行動の

評価法を整備し、客観的・主観的に評価した身体活動・座位行動データを活用して、我が国の

子供・青少年から中高齢者までの身体活動不足の実態を浮き彫りにした。また、世代ごとに種々

の健康アウトカム (脳・認知機能、骨格筋・腱機能、心血管・代謝機能、免疫機能、精神機能

等) に影響を及ぼす身体活動・座位行動の要素 (時間、強度、様式等) やその決定要因 (遺伝・

生物学的要因、心理・社会的要因、環境・政策的要因) を横断的・縦断的に検討した。実験研

究グループでは、ヒトおよび実験動物を用いて、身体活動・運動 (不足) が脳・認知機能、運

動器の機能および骨格筋・腱機能、心血管・代謝機能、炎症反応・免疫機能へ及ぼす影響やそ

れらの低下の機序を探索した。また、介入研究グループは、子供・青少年および中高齢者にお

ける身体活動促進プログラムならびに座りすぎ是正プログラムの開発に必要な知見の整理、健

康 (がん) 情報の国民への普及、身体活動支援環境整備・地域キャンペーン等に関する介入の

準備を行い、子どもから高齢者までの各世代の身体活動不足解消に資する効果的な介入プログ

ラムの開発および情報普及戦略、社会環境整備・地域介入方策等の検討を行った。また、これ

ら開発した介入プログラムの実施およびフォローアップ調査・測定を行い、短期的効果のみな

らず中・長期的効果の検討にも着手した。
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研究進捗状況報告書

１ 学校法人名 早稲田大学 ２ 大学名 早稲田大学

３ 研究組織名 スポーツ科学研究センター

４ プロジェクト所在地 所沢市三ケ島 2-579-15

５ 研究プロジェクト名 国民の身体活動不足解消を具現化するための健康スポーツ科学研究

の基盤形成

６ 研究観点 研究拠点を形成する研究

７ 研究代表者

研究代表者名 所属部局名 職名

岡 浩一朗 スポーツ科学学術院 教授

８ プロジェクト参加研究者数 名

９ 該当審査区分 理工・情報 生物・医歯 人文・社会

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割

岡 浩一朗
スポーツ科学

学術院・教授
身体活動不足の評価

プロジェクトの統括、身体活

動・座位行動の客観的・主観的

評価法の確立【コホート・グル

ープリーダー】

樋口 満
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足と代謝疾患リス

ク

遺伝素因に着目した中高齢者
の身体活動不足と代謝疾患リ
スクの関連検討【コホート、グ
ループサブリーダー】

石井 香織
スポーツ科学

学術院・准教

授
身体活動不足の決定要因

子供・青少年における座位行動

の心理、社会的、環境・政策的

決定要因の特定【コホート】

紙上 敬太
筑波大学シス

テム情報系・

研究員

身体活動不足と脳・認知機能

低下リスク

子供・青少年の身体活動・座位
行動、体力と脳・認知機能低下
リスクの関連検討【コホート】

鳥居 俊
スポーツ科学

学術院・准教

授

身体活動不足と体力・運動機

能低下リスク

子供・青少年の身体活動・座位
行動と体力・運動機能低下リス
クの関連検討【コホート】

村岡 功
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足と心血管疾患リ

スク

中高齢者の身体活動・座位行動

と心血管疾患リスクの関連検

討【コホート】

鈴木 克彦
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足による慢性炎症

促進と機序

免疫異常・慢性炎症に及ぼす身
体活動不足・老化の影響の機序
解明【実験、グループリーダー】

金岡 恒治
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足による運動器障

害発症の機序

運動器慢性疼痛 (腰痛) 発症に

及ぼす身体活動不足の影響の

機序解明【実験、グループサブ

リーダー】
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赤間 高雄
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足による免疫機能

低下の機序

免疫機能 (sIgA 等) 低下に及

ぼす身体活動不足の影響の機

序解明【実験】

川上 泰雄
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足による骨格筋・

腱機能低下の機序

サルコペニアに及ぼす身体活
動・体力不足の評価法の確立と
その影響の機序解明【実験】

秋本 崇之
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動不足による筋骨格筋

機能低下の機序

力学刺激による骨格筋の分

化・組織形成、可塑性調節の機

序解明【実験】

柴田 重信 理工学術院・
教授

身体活動不足による心血管・

代謝機能低下の機序

時間運動学・栄養学の視点から

みた肥満、糖尿病、メタボリッ

クシンドローム発症の機序解

明【実験】

宮下 政司
スポーツ科学

学術院・准教

授

身体活動不足による代謝機能

低下の機序

肥満、糖尿病、メタボリックシ
ンドローム発症に及ぼす身体
活動不足の影響の機序解明【実
験】

正木 宏明
スポーツ科学

学術院・教授

身体活動に関わる脳・認知機

能の評価

身体活動研究における事象関

連電位、fMRI 等の脳・認知機

能の評価法の確立【実験】

広瀬 統一
スポーツ科学

学術院・教授

子供・青少年のスポーツ障害

予防プログラム

子供・青少年のスポーツ障害予
防プログラムの開発・評価【介
入、グループリーダー】

坂本 静男
スポーツ科学

学術院・教授

中高齢者の身体活動不足解消

プログラム

メタボリックシンドローム予

防のための身体活動促進プロ

グラムの開発・評価【介入・グ

ループサブリーダー】

田口 素子
スポーツ科学

学術院・教授

子供・青少年のスポーツ食育

プログラム

子供・青少年のスポーツ活動を
支える食育プログラムの開
発・評価【介入】

柴田 愛
筑波大学体育
系・准教授

身体活動不足の決定要因

中高齢者における身体活動・座
位行動の心理・社会的、環境・
政策的決定要因の特定【コホー
ト】

澤田 亨
スポーツ科学

学術院・教授

中高齢者の身体活動不足とが

んリスク

中高齢者の身体活動・座位行動
とがんリスクおよび社会環境
的要因の関連検討【コホート】

宮地 元彦

国立研究開発

法 人 医 薬 基

盤・健康・栄

養研究所健康

増進研究部・

部長

身体活動不足と運動器疾患リ

スク

中高齢者の身体活動・座位行動
とサルコペニア・ロコモティブ
シンドロームの関連検討【コホ
ート】

澤田 泰宏

国立障害者リ
ハビリテーシ
ョンセンター
研究所運動機
能系障害研究
部・部長

身体活動不足による運動器の

機能低下の機序

身体活動不足によるロコモテ

ィブシンドローム発症の機序

解明【実験】

井上 茂
東京医科大学
医学部・教授

身体活動不足解消のための社

会環境整備

身体活動不足の解消につなが
る地域環境整備・地域キャンペ
ーンの展開方法の開発・評価
【介入】

緒方 徹

国立障害者リ
ハビリテーシ
ョンセンター
障害者健康増
進・スポーツ
科学支援セン
ター・センタ
ー長

高齢者の身体活動不足解消プ

ログラム

ロコモティブシンドローム予
防のための身体活動促進プロ
グラムの開発・評価【介入】
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島田 裕之

国立長寿医療

研究センター

生活機能賦活

研究部・部長

高齢者の身体活動不足解消プ

ログラム

認知症予防のための身体活動
促進プログラムの開発・評価
【介入】

中田 由夫
筑波大学医学
医療系・准教
授

中高齢者の身体活動不足解消

プログラム

肥満・過体重の改善・防止のた
めの身体活動促進プログラム
の開発・評価【介入】

山本精一郎

国立がん研究

センターがん

予防・検診研

究センター保

健 政 策 研 究

部・部長

身体活動不足解消のための健

康情報の普及

身体活動によるがん予防情報

の普及戦略の開発・評価【介入】

（共同研究機関等）

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

身体活動不足解消のた

めの健康情報の普及

スポーツ科学学術

院・教授
中村 好男

身体活動指針の国民への普及

戦略の開発・評価

身体活動に関わる脳・認

知機能の評価

スポーツ科学学術

院・教授
彼末 一之

運動イメージ、観察学習等に関

わる脳・認知機能評価法の確立

身体活動不足による睡

眠の質低下の機序

スポーツ科学学術

院・教授
内田直

睡眠、生体リズム、脳機能に及

ぼす身体活動不足の影響の機

序解明

身体活動不足による精

神機能低下の機序

人間科学学術院・

教授
熊野 宏昭

脳機能、精神機能悪化（うつ等）

に及ぼす身体活動不足の影響

の機序解明

子供・青少年の身体活動

不足解消プログラム

スポーツ科学学術

院・教授
荒尾 孝

学校および地域における子

供・青少年の身体

活動促進プログラムの開発と

普及方策の検討

（変更の時期：平成 年 月 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

スポーツ科学学術

院・次席研究員 (研究

院助教)

スポーツ科学学術院・准教授 石井香織
子供・青少年における身体活

動・座位行動の心理、社会的、

環境・政策的決定要因の特定

スポーツ科学学術

院・講師
筑波大学・研究員 紙上敬太

身体活動不足と脳・認知機能
低下リスク

国立健康・栄養研究
所身体活動評価研究
室・室長

スポーツ科学学術院・教授 澤田 亨
中高齢者の身体活動不足とが
んリスク

東京学芸大学 教育 スポーツ科学学術院・准教授 宮下 政司
肥満、糖尿病、メタボリック

シンドローム発症に及ぼす身
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学部 芸術・スポー

ツ科学系 健康・ス

ポーツ科学講座・准

教授

体活動不足の影響の機序解明

東京大学大学院医学

系研究科・講師
スポーツ科学学術院・教授 秋本崇之

力学刺激による骨格筋の分

化・組織形成、可塑性調節の

機序解明

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成）

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

本研究プロジェクトの目的は、我が国をはじめ世界中の子供・青少年から中高齢者までの多

世代に亘って深刻な問題となっている「身体活動不足」を解決に導く最先端の研究成果を集積

する基盤を形成することである。その意義は、国内外有数の研究機関・大学と連携・協働し、

身体活動不足解消を具現化する国際共同研究拠点を整備することで、我が国のみならず世界的

に大流行している (パンデミックな状態) と言われる身体活動不足問題を解決する効果的な対

策を、効率的に展開するための最先端の知見を創出できることである。具体的な研究概要とし

ては、身体活動不足の健康影響や決定要因の特定に加え、身体活動不足による健康障害の背景

にある機序を解明し、身体活動不足を解消する効果的なプログラムや普及戦略を構築する。こ

れらの成果を、超少子高齢社会を迎えた我が国において解決すべき喫緊の課題である中高齢者

の健康寿命の延伸や子供・青少年の健全育成の促進につながる施策や指針へ活かすことにより、

研究成果の国民への還元の最大化を目指す。

（２）研究組織

スポーツ科学学術院内の健康スポーツ科学を指向する研究者間で連携・協働し、研究拠点を

形成することのできる組織となっている。メンバーが得意とする研究分野や手法を最大限に活

かし、①身体活動不足の健康影響および決定要因の評価 (コホート研究グループ)、②身体活動

不足に起因する健康障害の背景にある機序の解明 (実験研究グループ)、③身体活動不足を解消

する有効なプログラム・普及方策の開発 (介入研究グループ) の 3 つのグループを形成してい

る。各グループのメンバーが個別に研究を行うのではなく、お互いの研究局面に応じて相補的

に融合しながら研究を推進している。また、理工学術院、人間科学学術院内の健康スポーツ科

学周辺領域の研究者と共同研究を進めるとともに、国立健康・栄養研究所、国立障害者リハビ

リテーションセンター、国立長寿医療研究センター、国立がん研究センター、東京医科大学、

筑波大学といった国内有数の研究機関・大学とも緊密に連携しながら研究を深化させている。

（３）研究施設・設備等

本研究プロジェクトでは、子供・青少年から中高齢者まで幅広い年齢階層の人々を対象とし

た研究が行われている。その中心となるヒト試験研究施設は、早稲田大学所沢キャンパスにあ

るスポーツホール内の実験施設である。ここには、現在、運動負荷試験室、骨密度測定室、MRI

測定室などが配置されているが、本事業を円滑に推進するために、主に以下の装置を導入した。

① エアロモニタ AE-310S、肺運動負荷モニタリングシステム (ミナト医科学)

運動負荷試験室に設置し、子供や長期にわたって継続的に中高年者を対象として運動負荷試

験を行い、全身持久力の指標である最大酸素摂取量を測定している。

② 心臓運動負荷モニタリングシステム (フクダ電子)

運動介入研究の実施にあたって、多くの対象者が同時に運動トレーニングを行う際に、運動

負荷試験室において、心電図、血圧をモニタリングし、安全性を確認しながら行うために利用
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している。

③ シールドルーム一式 (株式会社津川)

脳波を用いることにより、行動指標では推し測ることしかできない脳の働きを評価すること

が可能となるが、脳波測定においてもっとも注意しなければならない点の一つはノイズの除去

である。多くのノイズが混入している脳波から脳活動を評価することはできない。また、認知

機能を評価するには実験参加者が集中して認知課題を遂行できる環境が必要であるため、室外

ノイズ (電波・音) を遮るための脳波計測用防音シールドルームをスポーツホール内の実験施

設に設置した。また、運動負荷中の脳波から脳活動を評価するためには、シールドルーム内に

備え付けの運動負荷装置として、トレッドミルが必要であるので同時に整備した。

④ 携帯型肺運動負荷モニタリングシステム (モバイルエアロモニタ)

フィールド調査による健康評価に用いるため、実験室に保管し必要に応じて持ち出して使用

している。

⑤ QuantStudioTM 12K Flex リアルタイム PCR システム

現在、スポーツ科学学術院内に設置されているリアルタイム PCR システムと比較して、10

倍以上のスループットで遺伝子多型解析と遺伝子発現解析が可能であり、大規模なコホート研

究における遺伝子解析を効率化するためには必須の機器である。リアルタイム PCR システム

は、所沢キャンパス内にあるフロンティア・リサーチセンター内の生化学実験室に設置し、遺

伝子解析に利用している。

また、骨密度等の測定のための骨 X 線吸収測定装置、運動負荷心電図の測定のための運動負

荷検査装置 MLX-1000、体組成の測定のためのマルチ周波数体組成計 MC-980A、血液サンプ

ルの保存のための超低温フリーザー Panasonic MDF-U33V、脳波測定のための BIOSEMI Active

Two System 用 8 チャンネルアンプモジュール、64ch での脳波計測のための Easy Cap

(EC80-#-BA)×2 個を購入した。

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。

＜現在までの進捗状況及び達成度＞

【1 年目】コホート研究グループでは、まず身体活動・座位行動の評価法を整備している。具

体的には、身体活動・座位行動を評価するための異なる加速度計の精度比較に関する研究や、

場面別座位行動を評価するための質問紙の開発等を行った。それらを用いて客観的・主観的に

評価した身体活動・座位行動データを活用して、我が国の子供・青少年から中高齢者までの身

体活動不足の実態を浮き彫りにし、健康アウトカムならびに決定要因との関連について探索的

な検討を行った。実験研究グループでは、ヒトおよび実験動物を用いて、身体活動・運動 (不

足) が脳・認知機能、運動器の機能および骨格筋・腱機能、心血管・代謝機能、炎症反応・免

疫機能へ及ぼす影響やその機序について検討した。介入研究グループは、子供・青少年および

中高齢者における身体活動促進ならびに座りすぎ是正プログラムの開発に必要な知見の整理、

健康情報(特に、がん)の国民への普及、身体活動支援環境整備・地域キャンペーン等に関する

介入の準備を行った。以上の研究を推進するために、スポーツ科学学術院内に、遺伝子解析装

置、心肺運動負荷モニタリングシステム、脳機能評価用シールドルーム等の整備を行った。

【2 年目】コホート研究グループでは、独自の研究フィールドを活用し、世代ごとに種々の健

康アウトカム (脳・認知機能、骨格筋・腱機能、心血管・代謝機能、免疫機能、精神機能等) に

影響を及ぼす身体活動・座位行動の要素 (時間、強度、様式等) やその決定要因 (遺伝・生物学

的要因、心理・社会的要因、環境・政策的要因) を横断的に特定した。実験研究グループは、

ヒトおよび動物を対象にした基礎実験を行い、身体活動不足に起因する脳機能、骨格筋・腱機
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能、心血管・代謝機能、炎症反応・免疫機能低下の機序を探索した。介入研究グループでは、

子どもから高齢者までの各世代の身体活動不足解消に資する効果的な介入プログラムの開発お

よび情報普及戦略、社会環境整備・地域介入方策等の検討を行った。

【3 年目】昨年度までの研究成果に基づき、コホート研究グループでは独自の研究フィールド

で進めてきた、世代ごとに種々の健康アウトカム (脳・認知機能、骨格筋・腱機能、心血管・

代謝機能、免疫機能、精神機能等) に影響を及ぼす身体活動・座位行動の要素(時間、強度、様

式等)やその決定要因 (遺伝・生物学的要因、心理・社会的要因、環境・政策的要因) を縦断的

に検討した。実験研究グループは、ヒトおよび動物を対象にした基礎実験を行い、身体活動不

足に起因する脳機能、運動機能、骨格筋・腱機能等の機序を探索した。介入研究グループでは、

前年度までに開発した子どもから高齢者までの各世代の身体活動不足解消に資する効果的な介

入プログラムの実施およびフォローアップ調査・測定を行い、短期的効果のみならず中・長期

的効果の検討にも着手した。

以上よりおおむね計画通り順調に研究を遂行している。

＜特に優れた研究成果＞

コホート研究グループでは、【澤田(亨)】らが行った 20～60 歳の男性を対象にした長期にわ

たる追跡研究から、全身持久力と糖尿病罹患の関連について検討したものが特筆すべき研究成

果として挙げられる。具体的には、全身持久力は一時的にではなく、長期にわたって維持する

ことにより 2 型糖尿病を予防することが可能であることが明らかとなった。今後、厚生労働省

が発表している「健康づくりのための身体活動基準」を改訂する際に、この研究成果に基づい

た提言を行うことができる。また、コホート研究の基盤となる身体活動・座位行動の評価指標

の確立に関して、【岡】【石井】【柴田】らが実施した異なる加速度計の精度比較に関する研究で

は、特に評価が難しい座位行動を精確に評価する加速度計を特定できた。このことは、本研究

プロジェクト全体を推進していく上で、非常に大きな貢献をしたと考えられる。

実験研究グループにおける特に優れた成果としては、【澤田(泰)】【緒方】らの身体不活動に

より生じる局所組織の炎症とメカニカルストレスによるその救済の分子機構を解明した研究が

挙げられる。具体的には、不動性の筋萎縮には局所の間質流不全による局所の単球/マクロファ

ージの活性化が関与しており、エクササイズ(筋委縮)ではなくメカニカルストレスによる介入

にて局所の単球/マクロファージの活性を抑制することができれば、不動性の筋萎縮を抑制ある

いは最小限にできる可能性があることを示した。これらの成果は、身体活動不足によるサルコ

ペニア等の予防を考えていく上で重要な基礎的知見となる。

介入研究グループでは、特に【井上】らが実施している地域在住中高齢者を対象にした身体

活動不足解消のための地域キャンペーンが特筆すべき成果として挙げられる。この効果検証の

ための大規模なクラスターランダム化試験の成果の一部は、身体活動の地域介入に関するコク

ラン・レビューに収載されており、検討対象となった 33 研究中で最もバイアスのリスクが小さ

い研究として高く評価されている (唯一、7項目中 7点の満点評価を得た)。また、Annu Rev Public

Health 誌の Practice-Based Evidence に関する総説で、実践的な地域介入試験として紹介されて

おり、身体活動に留まらず広く公衆衛生領域で参考となる先進的な取り組みとして認知されて

いる。

＜問題点とその克服方法＞

現段階において、個人の研究成果の充実はあるものの、研究者間ならびにグループ間の融合

については未だ十分とは言えない。そのため、研究者間、グループ間で情報共有のための会議

を頻繁に開催し、融合研究をさらに推進していく必要があると考えられる。
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＜研究成果の副次的効果 (実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む)＞

関連する施策・指針への提言

本研究の大目標である「中高齢者の健康寿命の延伸や子供・青少年の健全育成の促進につな

がる施策や指針へ研究成果を活かす」という観点から、様々な知見が得られている。たとえば、

【澤田(亨)】らのコホート研究の成果である「高い全身持久力を長期間にわたって維持するこ

とが 2 型糖尿病を予防し、健康寿命の延伸に向けて重要であること」は、厚生労働省が発表し

ている「健康づくりのための身体活動基準 2013」の次回改訂時に反映させるべき具体的内容と

して提言できる。また、【島田】らは、認知症予防のための身体活動・運動に関するコホート

研究・介入研究の成果に基づき、愛知県や神奈川県の自治体に対して介護予防の普及に関する

施策立案のための提言を行っている。さらに、【川上】は、委員を務める日本学術会議健康・生

活科学委員会健康・スポーツ科学分科会において、本研究プロジェクトの成果に基づき、「子

どもの動きの健全な育成をめざして～基本的動作が危ない～」(平成 29 年 7 月 11 日) の中で、

子供の身体活動不足解消に向けた提言を行っている。一方、世界各国において高齢者の座位行

動研究に従事する研究者がメルボルン (オーストラリア) に 2016 年に一堂に会し、高齢者の座

りすぎ是正に関する国際合意声明をまとめるための会議が開催された。本研究プロジェクトか

ら【岡】および【井上】がその会議に参加し、成果として「Sedentary time in older men and women:

an international consensus statement and research priorities」と題する国際合意声明が、2017 年の英

国スポーツ医学会誌に掲載された。

国民への普及・啓発

【岡】は、本研究プロジェクトの成果に基づき、新潟県長岡市、静岡県南伊豆町、埼玉県所

沢市・本庄市・朝霞市、東京都杉並区等の自治体において、身体活動不足(座り過ぎを含む)の

健康リスクとその対策に関する住民向けの講演を複数回実施した。さらに「長生きしたければ

座りすぎをやめなさい (ダイヤモンド社)」「『座りすぎ』が寿命を縮める (大修館書店)」の書

籍出版、さらには多数のメディア出演 (クローズアップ現代、あさイチ、世界一受けたい授業

等) を通じて、国民に向けて座りすぎの健康問題に関する普及・啓発を行った。また、【川上】

は健康応援団副団長を務める西東京市をフィールドとして実施した高齢者の体力測定や体力向

上介入研究の知見を、市内の講演等で紹介している。【赤間】は、埼玉県狭山市が開催してい

る「さやま市民大学いきがい講座」において、免疫機能を向上するための正しい運動習慣につ

いて、市民への普及や行政への助言を行っている。さらに、がん予防・がん患者の再発防止に

向けた身体活動推進に関する研究として、【山本】は乳がん患者を対象にした身体活動促進の

ための資材の作成に着手しており、今後全国の病院での利用および YouTube などで配信し、多

くの乳がん患者の予後改善に資する成果が見込まれている。

特許出願

 特願 2016−130005 (2016 年 6 月 30 日) 発明者：川上泰雄・藤岡大悟

歩行の際に足裏の土踏まず部分をサポートし、蹴り出し時において前方への推進力を発揮す

ることで着地から蹴り出しまでをスムーズに行うことができる靴のインソール【川上】

 特願 2017-104095 (2017 年 5 月 26 日) 発明者：小西あおい・秋下雅弘・澤田泰宏・柳泳在・

前川貴郊・村瀬修平・井上剛伸・高嶋淳・硯川潤

身体へのメカニカルストレスによる臓器機能維持を企図した機器の特許【澤田(泰)】

国際的ネットワークの構築ならびに国際共同研究の推進

本研究プロジェクト期間中に、海外研究機関と協働し、研究ネットワークの構築ならびに共

同研究を積極的に推進してきた。たとえば、【岡】【石井】【柴田】らは、座りすぎの健康影
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響および決定要因の解明に関する研究において、オーストラリア (メルボルン) にあるベイカ

ー心臓病・糖尿病研究所、オーストラリアカソリック大学との共同研究を進め、多数の共同論

文を執筆した。また、カルガリー大学 (カナダ)、南カロライナ大学 (アメリカ)、メルボルン大

学 (オーストラリア) との国際研究ネットワークを構築し、共同研究実施に向けた協議を進め

ている。子どもを対象とした身体活動不足解消に関する研究においては、【宮下】がラフバラ大

学 (イギリス) と共同研究を継続しており、新たにタイや台湾の研究者らとの共同研究に着手

する予定である。一方、高齢者の認知症予防に関しては、【島田】が、シンガポール国立大学 (シ

ンガポール)、アインシュタイン医学校 (アメリカ) と共同研究を実施し、【井上】が身体活動

不足を解消する地域キャンペーンの効果検証に関する研究について、ハーバード大学 (アメリ

カ)、シドニー大学 (オーストラリア) と共同論文を執筆した。

身体活動不足に関わる測定評価に関する内容として、【川上】はメイヨークリニック (アメ

リカ)、ボアズィチ大学 (トルコ) とデータ解析技術の開発を共同で進めており、測定技術のノ

ウハウを世界に先駆けて発信している。認知機能評価に関する研究では、【正木】が、フンボル

ト大学 (ドイツ)、ブロック大学 (カナダ)、ミズーリ大学 (アメリカ)、バルセロナ大学 (スペイ

ン) との国際ネットワークを構築し、共同研究を進めている。

国際シンポジウム、セミナー、レクチャー等の開催

【岡】が主催し、身体活動不足の解消に対する環境的アプローチに関する国際シンポジウム

を 2017 年 4 月に開催した。この研究分野の権威である Sugiyama 教授 (オーストラリアカソリ

ック大学)、Kaczynski 准教授 (南カロライナ大学)、埴淵准教授 (中京大学) をシンポジストと

して招くとともに、早稲田大学からは Koohsari 研究員が話題提供を行い、身体活動不足解消に

向けた多方面からの構築環境整備の重要性について議論を行った。また、2017 年 9 月には、座

位行動研究の世界的権威であるネビル・オーウェン教授 (ベイカー心臓病・糖尿病研究所) の

招待講演「Sedentary Behavior and Health: Workplace Research Findings and Opportunities」を早稲田

大学において開催した。当日はテレビ収録も行われ、後日番組が放映された後は、大きな反響

を呼んだ。その他、2017 年 2 月には、身体活動・運動の推進に関する研究の世界的権威である

アイミン・リー教授 (ハーバード大学)、2017 年 7 月にはスティーブン・ブレア教授 (南カリフ

ォルニア大学) を講師として日本に招き、講演いただくとともに、本研究プロジェクトの中核

的な役割を果たしている「WASEDA’S Health Study」の研究紹介を行い、今後の展開について詳

細な議論を行った。

関連する研究分野の人材育成・輩出

様々な研究プロジェクトに数多くの大学院生が参加し、測定・評価を実施したり、大きな研

究プロジェクトのマネジメントに関わったりすることができており、当該研究分野における研

究者・実践家育成のプラットフォームを構築することができた。また、本研究プロジェクトに

参加した大学院生が、期間中に明治大学文学部、関東学院大学経済学部、横浜桐蔭大学スポー

ツ健康政策学部、千葉工業大学先進工学部等の大学で研究・教育職を得るとともに、日本学術

振興会特別研究員 (PD) や順天堂大学博士研究員として研究を継続しており、次世代の健康ス

ポーツ科学の分野を牽引する多くの有為な人材を育成・輩出することができた。

＜今後の研究方針＞

平成 30 年度以降は、各グループにより得られた研究成果をさらに統合し、健康スポーツに関

する施策を所管している関係省庁 (地方自治体を含む) 等へ積極的に提言を行っていくととも

に、さらなる研究成果を積み上げ、身体活動不足解消を具現化する健康スポーツ科学の基盤な

らびに国際共同研究拠点の形成に向けて継続的な展開を図る。
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＜今後期待される研究成果＞

これまでに開催した各研究グループでの議論を踏まえ、各メンバーおよび研究グループごと

に抽出された今後の課題を解決すべく、さらに研究を進展させるとともに、メンバー・グルー

プ間の融合研究および国際共同研究を発展させる。

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞

順調に進捗しており、目標は十分に達成できていると評価できる。

＜外部 (第三者) 評価の実施結果及び対応状況＞

現在、外部 (第三者) 評価の実施に向けて調整を行っている段階である。

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。）
（１） 身体活動 （２） 座位行動 （３） コホート研究

（４） 介入研究 （５） 健康影響 （６） 決定要因

（７） 介護予防 （８） 健康寿命

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。）

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。
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metabolism in postmenopausal women (Invited talk). 28th International University Sports Federation
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and 88 Seoul Olympic Commemoration Conferences, 2015.

21. Nakamura N, Muraoka I. Effects of increasing central arterial stiffness on cerebral blood flow

pulsatility in resistance-trained men. The 22nd Annual Congress of European College of Sports Science,

2017.

22. Nakamura S, Inayama T, Hata K, Matsushita M, Takahashi M, Harada K, Arao T. Associations of

household income and education with eating behaviors in Japanese adults: A cross-sectional analysis.

12th Asian Congress of Nutrition, 2015.

23. Nakata Y, Tsujimoto T, Sasai T, Miyawaki R, Ishii K, Shibata A, Tanaka S, Inoue S, Oka K. Compliance

with physical activity guideline among Japanese adults using an accelerometer and GPAQ. The 62nd

annual meeting of American College of Sports Medicine, 2015.

24. Oka K, Shibata A, Ishii K. Patterns of accelerometer-determined sedentary behavior among older

Japanese. World Congress on Active Ageing 2016 (June 2016).

25. Oka K, Shibata A, Ishii K. Dog ownership and objectively-measured sedentary behavior. The 6th

International Congress of Physical Activity and Public Health (November 2016).

26. Sasai H, Nakata Y, Murakami H, Kawakami R, Nakae S, Tanaka S, Ishikawa-Takata K, Yamada Y,

Miyachi M. Estimation of activity energy expenditure by using physical activity questionnaires

commonly used in Japanese epidemiological studies: a doubly labeled water validation. The 6th

International Congress on Physical Activity and Public Health, 2016.

27. Sato S, Nemoto Y, Takahashi M, Takeda N, Matsushita M, Kitabatake Y, Arao T. Cross-sectional study

on the association of knee pain with physical activity and inactivity in community-dwelling elderly. The

World Congress on Active Ageing, 2016.

28. Sato S, Nemoto Y, Takahashi M, Takeda N, Matsushita M, Kitabatake Y, Arao T. The prevalence and

relevant factors of knee pain for community-dwelling independent elderly in Japan: The complete

survey. The 21st international Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology

(WCE2017), 2017.

29. Sawada SS, Gando Y, Matsushita M, Kawakami R, Miyachi M, Tashiro M, Lee IM, Blair SN, Kato K.

Balance ability and the incidence of type 2 diabetes: A cohort study in Japanese men and women. 62nd

Annual Meeting of the American College of Sports Medicine, May 2015.

30. Sawada SS, Blair SN, Gando Y, Kawakami R, Tamura Y, Tusda H, Saito H, Miyachi M. Training

frequency of combination-exercise and the incidence of type 2 diabetes: case-control study among

Japanese older women. 63rd Annual Meeting of the American College of Sports Medicine, June 2016.

31. Sawada SS, Tanimoto M, Gando Y, Murakami H, Kawakami R, Tsuda H, Saito H, Blair SN, Miyachi M.

Effects of combined aerobic and resistance training: A randomized controlled trial. 64th Annual

Meeting of the American College of Sports Medicine, May 2017.

32. Sawada Y. Mechanical regulation and maintenance of organismal homeostasis: Scientific basis for the

health promotion by physical motility and exercise. The 2nd Congress International Academy of

Sportology, 2015.

33. Shibata S. Chrono-nutrition and -exercise studies from mice to human. The 6th Annual ⅢS. (December 

14, 2017).

34. Shibata S. Health promotion based on chrono-nutrition and chrono-exercise. Singapore

Polytechnic-Waseda University Joint Symposium, 2017.

35. Shibata S. Chrono-nutrition and chrono-exereise approaches to obesity and locomotive syndromes. 2nd
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CHRONOBIOLOGY FORUM and 2017 conference of Chinese Society for Biological Rhythms (June

25-28, 2017).

36. Shimada H, Doi T, Lee S, Makizako H, Tsutsumimoto K. Which types of cognitive function are related

to atrophy of the bilateral medial temporal areas? Organization for Human Brain Mapping Conference,

2015.

37. Shimada H, Makizako H, Doi T, Tsutsumimoto K, Lee S, Suzuki T. Impact of cognitive frailty on daily

activities in older persons. 2016 Alzheimer's Association International Conference, 2016.

38. Shimada H, Makizako H, Tsutsumimoto K, Doi T, Lee S, Suzuki T. Cognitive frailty and incidence of

dementia in older persons. Alzheimer’s Association International Conference, 2017.

39. Soga K, Vogt T, Masaki H. Effects of acute exercise on memory retrieval of intentionally remembered

and intentionally forgotten items. Abstracts of the Society for Psychophysiological Research 57th

Annual Meeting, 2017.

40. Suzuki K. Cytokine response to exercise and its modulation (Presidential Symposium). 13th Congress of

International Society of Exercise and Immunology, 2017.

41. Tabata H, Kim HK, Konishi M, Ando K, Xiang M, Suzuki K, Higuchi M, Sakamoto S. Effect of aging

on sex differences in fat oxidation. 21st Annual Congress of the European College of Sport Science,

2016.

42. 赤間高雄. コンディショニングにおける運動免疫の活用 (シンポジウム). 第72回日本体力医学

会大会, 2017.

43. 秋本崇之. 細胞間コミュニケーションツールとしてのマイクロ RNA. シンポジウム｢骨格筋か

らのメッセージ－内分泌臓器としての骨格筋－｣. 日本体育学会第 66 回大会 (2015 年 8 月).

44. 天笠志保・福島教照・菊池宏幸・高宮朋子・小田切優子・岡浩一朗・井上茂. 車を運転する高

齢者はしない高齢者に比べて加速度計で評価した身体活動時間が長い. 第 72 回日本体力医学

会大会, 2017.

45. 遠藤有香・福田環・長坂聡子・高木俊・田口素子. 小学生の副菜摂取量が全身持久力に及ぼす

影響. 第 62 回日本栄養改善学会, 2015.

46. 岡浩一朗. 座位行動の科学 (基調講演). 第 18 回日本運動疫学会学術総会 (2015 年 6 月).

47. 岡浩一朗. 座位行動研究の最前線 (教育講演). 第 71 回日本体力医学会大会 (2016 年 9 月).

48. 岡本香・田中智美・髙田和子・田口素子. 競技タイプ別の栄養素等摂取量に対する食品群別の

寄与率の検討. 第 63 回日本栄養改善学会, 2016.

49. 荻野目夏望・矢田光一・馬思彗・鈴木克彦. 運動誘発性急性腎傷害の機序とタヒボポリフェノ

ールの作用についての検討. 第 20 回日本補完代替医療学会学術集会, 2017.

50. 河村拓史・藤井亮輔・李茜・東田一彦・村岡功. 負荷の異なる強制トレッドミル運動がラット

血漿および骨格筋の酸化ストレスに及ぼす影響. 第 71 回日本体力医学会大会, 2016.

51. 佐古博皓・秋本崇之・鈴木克彦. 共発現遺伝子ネットワーク解析による遺伝子の機能予測とそ

の解析. 第 3 回日本筋学会大会, 2017.

52. 澤田泰宏. 生体へのメカニカルストレスとしての身体運動・スポーツ・理学療法. 2017 年度生

命科学系学会合同年次大会 (第 39 回日本分子生物学会年会, 第 90 回日本生化学会大会).

53. 澤田泰宏. ｢治療型｣メカニカルストレスと｢障害型｣メカニカルストレス. 第 31 回日本整形外科

学会基礎学術集会.

54. 柴田重信. ｢時間栄養学の魅力｣. 第 4 回日本薬膳学会学術総会 (2017 年 11 月 19 日).

55. 鳥居俊. 野球選手の発育に伴う上肢分節の重量分布と肩・肘障害リスク. 第 43 回日本整形外科
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スポーツ医学会, 2017.

56. 鳥居俊・飯塚哲司.日本人小児の発育過程における体脂肪量・率および体脂肪分布の性差. 第 14

回日本発育発達学会, 2016.

57. 鳥居俊・飯塚哲司. 日本人健康女児における四肢分節の発育様式. 第 16 回日本発育発達学会,

2018.

58. 中田由夫. 肥満に対する運動療法のエビデンス (シンポジウム). 第 17 回日本抗加齢医学会総

会, 2017.

59. 灰谷知純・田中史子・山岸卓樹・井上和哉・齋藤順一・髙橋徹・川上泰雄・熊野宏昭. しゃき

しゃき筋力・脳力アップ介入が、高齢者の気分・認知機能に与える影響～性差に着目して～. 早

稲田大学応用脳科学研究所シンポジウム｢応用脳科学の進展 2017｣, 2017.

60. 樋口満・伊藤智子・谷澤薫平・川上諒子・高橋将記・柴田重信. 高齢者の生活リズムと肥満度

との関連. 第 72 回日本体力医学会大会, 2017.

61. 馬思慧・矢田光一・李炫溱・鈴木克彦. ぶどう種子ポリフェノール、アカシアポリフェノール

の抗炎症作用および選択的シクロオキシゲナーゼ抑制作用に関する検討. 第 20 回日本補完代

替医療学会学術集会, 2017.

62. 宮下政司. 定期的な身体活動による脂質代謝の改善 (招待講演)．第 17 回日本抗加齢医学会総会

シンポジウム｢生活習慣病の運動療法｣, 2016.

63. 宮下政司. 座位時間の中断を意図した断続性身体活動による食後代謝改善の有用性 (招待講

演). 第 48 回日本動脈硬化学会総会・学術集会 シンポジウム｢運動の基礎から臨床まで｣, 2016.

64. 本国子・石澤里枝・大高茉子・御所園実花・田口素子. 月経異常を有する女性アスリートの安

静時代謝量は低下する. 日本スポーツ栄養学会第 4 回大会, 2017.

65. 山本精一郎. 研究コンセプトのブラッシュアップ. 第 20 回日本運動疫学会学術総会 (2017 年 6

月 17 日).

＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等

ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。

＜既に実施しているもの＞

2017 年度に以下の 3 件の国際シンポジウムおよび特別講演を開催し、身体活動不足に関する知見

の国際的な意見交換を行った。

・Sedentary Behavior and Health: New Research Findings and Opp.ortunities, Tokyo, JAPAN, 2017.

・How Can We Get Sedentary People to Become and Stay More Physically Active, Tokyo, JAPAN, 2017.

・Healthy Built Environment in Japan,Tokyo, JAPAN, 2017.

＜これから実施する予定のもの＞

最終年度に、成果報告のための国際シンポジウムを開催する予定である。

１４ その他の研究成果等

「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。

 森永製菓株式会社との共同研究により、虚弱高齢者の身体活動不足ならびに身体機能低下を

予防するために、運動 (筋トレ)＋栄養 (タンパク質摂取) による包括的介入プログラムを開

発し、富山県氷見市の虚弱高齢者を対象に、ランダム化比較試験によりその効果検証を行っ
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た。【岡】

 東レ・オペロンテックス (株) との共同研究によるコンプレッションウエアの研究開発：東

レ・オペロンテックス (株) との共同研究では、運動パフォーマンスの向上や疲労の軽減に

寄与しうる至適圧を明らかにした。また、現行のコンプレッションウエアでは身体各部位に

均一に至適圧を加えることが難しく、ウェアデザインに改良の余地があることを明らかとし

た。【川上】

 (株) ジャパーナとの共同研究による、歩行や走行時に推進力を付加するインソールの研究開

発：ジャパーナとの共同研究では、特殊加工を施したインソールは、歩行・走行中の地面蹴

り出し方向の力積を増加させるという結果が得られた。また、弾性を付加したインソールが

脚バネに与える影響を検証した研究では、低速度の走行中に弾性インソールは脚バネを柔ら

かくさせることが明らかとなった。【川上】

 (株) アシックスとの共同研究によるキッズシューズの研究開発および、身体各部位に応じた

コンプレッションウエアの研究開発：2017 年度より、(株)アシックスと「子どもの運動特性

評価に関する研究：キッズシューズ開発に向けて」と「身体セグメントの圧迫が身体運動パ

フォーマンスを向上させる機序と至適着圧制御方法の解明」の２件について共同研究をスタ

ートさせた。【川上】

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応

＜「選定時」に付された留意事項＞

特になし

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞

特になし
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１６ 施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７ 施設・装置・設備の整備状況 （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施 設》 （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※ 私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

- - -

法人番号 131100

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（ ）
受託

研究等

支出額 法 人
負 担

私 学
助 成

事業経費施 設 の 名 称

設 備

平
成
2
8
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

平
成
2
7
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置総

額

総 計

設 備

-

研究費

設 備

研究費

0

平
成
2
9
年
度

研究施設面積 研究室等数

223,301

0

0

0

78,790

200,266

0

0

15,000 15,000

47,892 30,898

75,08413495,048

15,000 98,86915,000 4,684 89,748

15,000 15,000 103,486 2,387 86,887

0

0 0 0 0 0 0

0 0

0

297,403

45,000 45,000

47,892 30,898 0 0

0

7,205 251,719

0

0

222,760

0

0 0

0

0

78,790

646,327

725,117

0 297,403

92,892 75,898 0

5518㎡所沢スポーツホール - -

整備年度

7,205

使用者数

-

251,719

2559㎡

公的機関、民間企業、財団等

戦略的基盤形成支援事業

フロンティア・リサーチセンター 2005

内 訳

備 考

公的機関、民間企業、財団等

補助金額

S1511017

公的機関、民間企業、財団等

- 720,000

補助主体

2559

282,484 私学助成
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（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

H27 ｈ 私学助成
H27 ｈ 私学助成
H27 ｈ 私学助成
H27 ｈ 私学助成
H27 ｈ 私学助成

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
平成 年度

計

小 科 目
主 な 使 途

切手代、宅配便代、精密機器等の運搬費

整備年度

年 度

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
58,134

（研究設備）

学会誌掲載料29,598

肺運動負荷モニタリングシステム

心臓リハビリシステム

携帯型肺運動負荷モニタリングシステム

（情報処理関係設備）

13,956

1,234

研究支援推進経費

51,447

雑 費

1,301

教育研究用機器備品

教育研究経費支出

印刷製本費

用品・修繕・会合費

報酬・委託料

シールドルーム

事業経費 補助金額

（研究装置）

稼働時間数

計

リサーチ・アシスタント

消 耗 品 費

図 書

9,959

8,532

装置・設備の名称 台 数型 番

《装置・設備》 （私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

1220 17,496 10,638
5,508

5,688
AE-100i 一式 1220

AE-310S 一式 1248
RH-1000 一式
TG-2030型 一式

5,065 3,373
リアルタイムPCRシステム QuantStudio 12K FlexﾘｱﾙﾀｲﾑPCR 一式 880 11,291 7,527

支 出 額

事務用品

金 額

51,447

通信運搬費

国内外出張（資料収集、研究打合せ、研究成果発表等）

29,598

主 な 内 容

教 育 研 究 経 費 支 出

切手代
調査票印刷費、研究成果広報用パンフレット作成費、論文複写費

OA関連機器費、トナー、活動量計費、オフィス用紙、封筒、専門書等

学会誌掲載料、実験廃棄物処理費、学会参加費

27

19,799

165,629

1,234

国内外出張
58,134

1,301
13,956

調査票印刷費

システム管理費

498

計

計

19,799

498

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

超低温フリーザー等

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

ポスト・ドクター

14,335

研究設備 19,799

3,672

積 算 内 訳

補助主体

498研究員

パソコン購入費、機械器具・消耗品（活動量計等の精密機器）の修繕

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

165,629

14,335 14,335

パソコン購入費

研究補助者

システム管理費、ホームページ作成費用、データ入力費、英文校正費、検査データ解析費

1020

研究員

9,959

研究補助者
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平成 年度

平成 年度

計 302

ポスト・ドクター 302 研究員 302 研究員

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 21,945

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 21,945 骨Ｘ線吸収測定装置等 21,945 骨Ｘ線吸収測定装置等

教育研究経費支出
計 15,233

人件費支出 15,233 研究補助者 15,233 研究補助者
（兼務職員）

計 185,275

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料 67,450 システム管理費等 67,450 システム管理費、ホームページ作成費用、データ入力費、英文校正費、生化学検査、看護師派遣費

用品・修繕・会合費 11,217 パソコン等 11,217 パソコン、ソフトウェア、ガスメーター

印刷製本費 1,077 学術論文カラー印刷費 1,077 学術論文カラー印刷費

旅費交通費 15,196 国内外出張 15,196 国内外出張（資料収集、研究打合せ、研究成果発表等）

雑 費 24,468 学会誌掲載料、学会参加費 24,468 学会誌掲載料、学会参加費

通信運搬費 1,447 切手代等 1,447 切手代、宅配便代、精密機器等の運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 64,420 試薬・事務用品等 64,420 試薬、OA関連機器費、トナー、活動量計、封筒、電池、記録用紙、手袋、検査キット、文具

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 496

年 度 29

ポスト・ドクター 496 研究員 496 研究員

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 26,270

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 26,270 運動負荷システム等 26,270 運動負荷システム等

教育研究経費支出
計 17,750

人件費支出 17,750 研究補助者 17,750 研究補助者
（兼務職員）

計 177,869

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料 73,640 システム管理費等 73,640 システム管理費、ホームページ作成費用、データ入力費、英文校正費、生化学検査、看護師派遣費

用品・修繕・会合費 6,630 パソコン等 6,630 パソコン、ソフトウェア、フットスイッチシステム購入費

印刷製本費 1,715 ポスター印刷、コピー費 1,715 ポスター印刷、コピー費

旅費交通費 18,279 国内外出張 18,279 国内外出張（資料収集、研究打合せ、研究成果発表等）

雑 費 29,183 学会誌掲載料、学会参加費 29,183 学会誌掲載料、学会参加費

通信運搬費 1,357 切手代等 1,357 切手代、宅配便代、精密機器等の運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 47,065 試薬・事務用品 47,065 試薬、OA関連機器費、トナー、活動量計費、封筒、電池、記録用紙、検査キット、文具

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 28


